
 

第８課 人は出さないと死ぬ 

 飲んだ後は 尿
にょう

を、食べた後は便
べん

を体の外に出すのが自然だ。尿や便は体に不

要だからだ。もし、尿や便が体から出ないと、それからアンモニアなどの有害
ゆうがい

物質
ぶっしつ

や発がん物質が発生し、それらが 体 中
からだじゅう

に回り、大変危険
き け ん

だ。 

 医学では尿を出すことを排 尿
はいにょう

、便を出すことを排便
はいべん

と言い、まとめて排泄
はいせつ

と

呼ぶ。排泄ほど生命維持
い じ

のために大切な行為
こ う い

はないが、いつからか、とても悪い

イメージを持たれている。 

 また、人は自分で排泄ができなくなると、とても恥
は

ずかしいと思わずにはいら

れない。周
まわ

りの人もそれを見て、「人間の尊厳
そんげん

が失われている」と悲
かな

しんだりす

る。 

 利用者は１日に何回も排泄をするため、介護士は多くの時間、排泄介護に取り

組
く

まなければならない。介護の仕事が３Ｋ（ 汚
きたな

い、きつい、危険）だと言われ

るゆえんでもある。でも、果
は

たしてそうなのだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１セクション 尿と便のお話 

 尿はおしっこ、小 便
しょうべん

、小 水
しょうすい

などと言います。血液
けつえき

は腎臓
じんぞう

で濾過
ろ か

されて、99％

は再
さい

吸収されますが、残りの１％は不要物として膀胱
ぼうこう

に送られ、そして、尿 道
にょうどう

から体の外に排 出
はいしゅつ

されます。不要物には尿素
にょうそ

、アンモニアなどが含
ふく

まれていま

す（ 驚
おどろ

いたことに、健康にいいと言って尿を飲む人もいます）。健康な人の尿は

薄
うす

い黄色
き い ろ

で、それほど臭
くさ

くはありません。しかし、尿はおむつに放置
ほ う ち

されるとア

ンモニア 臭
しゅう

が強くなってしまいます。また、腎臓が悪くなると、血 尿
けつにょう

が出るこ

とがあります。１回の排尿は 150～250ml で、１日の回数
かいすう

は５～８回前後（１日

の排泄 量
りょう

は約 1,500ml）。高齢
こうれい

になるにつれて回数が多くなり、９～１０回を超
こ

えると、頻
ひん

尿
にょう

と呼ばれます。 

 便はうんこ、うんち、大便
だいべん

、くそ、糞
ふん

などと言います。以下、硬
かた

さによる便の

種類を見てみましょう。 

 

① コロコロ便（硬くて、うさぎの糞のよう）：便秘
べ ん ぴ

 

② 硬いソーセージ便：便秘 

③ やや硬いソーセージ便（表面にひび割
わ

れがある）：普通
ふ つ う

便 

④ 軟
やわ

らかいソーセージ便：普通便 

⑤ 軟便
なんべん

（水分
すいぶん

が多く、半分固形
こ け い

）：普通便 

⑥ 泥状便
でいじょうべん

：下痢
げ り

 

⑦ 水様便
すいようべん

：下痢 

 

 便は下痢では黄色っぽく、胃
い

からの出 血
しゅっけつ

では黒っぽく、大 腸
だいちょう

からの出血では

鮮血
せんけつ

色
しょく

となります。なお、便は１日に１回朝食後に、バナナ１本くらいの便（100

～250g）が出るのが望
のぞ

ましいですが、排便のパターンには個人差
こ じ ん さ

があります。

しかし、通 常
つうじょう

３日間以上出ないと、便秘の 疑
うたが

いがあります。 

 これまで見た通り、尿や便は健康のバロメーターです。だから、介護士も自分



の健康管理
か ん り

のために、毎日の尿や便を観察
かんさつ

することを習 慣
しゅうかん

にしましょう。 

 

 

 

１）主題
しゅだい

文
ぶん

に、排泄
せつ

が「いつからか、とても悪いイメージを持たれている」とあ

りますが、その理由
り ゆ う

を考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

２） 逆
ぎゃく

に、排泄
せつ

のプラス面は何だと思いますか。 

 

 

 

 

 

３）主題文に、「人は自分で排泄
せつ

ができなくなると、とても恥
は

ずかしいと思わず

にはいられない」とありますが、その理由を考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

４）主題文に、「周
まわ

りの人もそれを見て、『人間の尊厳
そんげん

が失われている』と悲
かな

しん

だりする」とあります。また、『MANGA 介護の日本語初級上巻』第５話に

主題文 

（しゅだいぶん） 

プラス面 

（プラスめ

ん） 

弄便 

（ろうべ



弄便
ろうべん

が出ています。あなたは弄便すると、人間の尊厳が失われると考えます

か。どうしてそう思いますか。 

 

 

 

 

５）主題文に、「介護の仕事が３Ｋ（ 汚
きたな

い、きつい、危険
き け ん

）だと言われる」とあ

りますが、あなたはそれに賛成
さんせい

ですか、反対
はんたい

ですか。どうしてそう思います

か 

 

 

 

 

 

６）下痢
げ り

と便秘
べ ん ぴ

について調
しら

べてよく理解しましょう。 

 

 

 

 

 

７）あなたの排泄
せつ

のパターンはどのようなものですか。また、あなたの尿や便を

観察
かんさつ

してみて、あなたの健康状態を説明してください。 

賛成 

（さんせ



第２セクション 排泄
せつ

動作の流
なが

れ 

排泄動作を順 番
じゅんばん

に並
なら

べてみよう。ベッドで休んでいるところだと仮定
か て い

する。 

 

① 尿意
にょうい

や便意
べ ん い

を感じる。 

② トイレに行こうと思う。 

③ 起き上がり、座り、立ち上がる。 

④ トイレに移動し、トイレに入る。 

⑤ ズボンやパンツを脱ぎ、便器
べ ん き

に座る。 

⑥ これまでの間、排尿や排便を我慢
が ま ん

できる。 

⑦ 排尿や排便をする。 

⑧ 排泄
せつ

の後、トイレットペーパーで拭
ふ

く。 

⑨ パンツやズボンをはく。 

⑩ トイレの水を流
なが

して、トイレから出る。 

⑪ 手洗いをする。ベッドに戻
もど

る。         

 

ところが、脳
のう

や神経
しんけい

の機能、運動機能が悪くなったり、内臓
ないぞう

に障害があったり

すると、どこかの段階で排泄動作を正 常
せいじょう

に行うことができなくなる。例えば、 

以下の場合。 

１）膀胱
ぼうこう

に尿がたまっても、神経や脳の機能が正常でないと、尿意を感じら  

れなくなり、尿漏
にょうも

れ（医学用語は 尿
にょう

失禁
しっきん

）をする。おもらしとも言う。 

２）認知機能が悪いと、尿意があってもトイレの場所がわからず、尿漏れをし 

てしまう。 

３）気持ちの問題で、トイレに行くのを我慢
が ま ん

して、尿漏れをしてしまう。 

４）骨盤底筋
こつばんていきん

が緩
ゆる

くなるにしたがって、尿漏れが起きやすくなる。 

５）肛門
こうもん

の筋肉が弱いと、我慢できずに便漏
べ ん も

れ（医学用語は便
びん

失禁
しっきん

）をしてし

まう。 



 利用者の排泄
せつ

に問題がある場合、どの動作に問題があり、またその原因は何な

のか、プロの介護士は正確に見極
み き わ

めること！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）自分自身の排泄
せつ

動作を順番に書き出してみましょう。また、それぞれの動作

でどのような体の機能が必要か考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

２）尿漏
も

れ（尿失禁）の種類を調べてみましょう。あなたは尿漏れの経験
けいけん

はあり

ますか。もしある場合、その原因は何でしたか。 

 

 

 

書き出す 

（かきだ



３）尿漏
も

れをした利用者の気持ちを理解するために、あなたもおむつを付
つ

けて

実際
じっさい

に尿漏れの体験
たいけん

をしてみてください。 

 

 

 

 

 

４）本文に「気持ちの問題で、トイレに行くのを我慢
が ま ん

して」とありますが、どの

ような気持ちがあるか考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

５）排尿の流
なが

れを膀胱
ぼうこう

と神経
しんけい

経路
け い ろ

を使って説明してください。 

 

 

 

 

 

６）骨盤底筋
こつばんていきん

の場所や働きを調べ、それが特に女性で緩
ゆる

くなる理由
り ゆ う

を考えてみま

しょう。 

 

神経経路 

（しんけいけい



第３セクション 介助手順
てじゅん

 トイレ介助のケース 

 尿意・便意があり、座れ、トイレまで車イスで移動できるが、移乗
いじょう

と衣服
い ふ く

の着

脱に一部介助が必要な、左マヒの利用者さんを介助する場合の手順です。 

 

① 利用者が排便したいことを伝
つた

えてきたら、トイレに同行
どうこう

する。 

② 利用者が車イスでトイレの中に入り、便器の近くまで行き、車イスのブレー

キをかけるのを見守る。車イスの位置
い ち

は、右手（健側）で手すりにつかまり

やすいところ。 

③ 利用者が右手で手すりにつかまり、前屈
ぜんくつ

姿勢
し せ い

で立ち上がるのを支
ささ

える。 

④ 利用者が座りやすい方向
ほうこう

に体の向きを変えたら、介護士は利用者のズボン

と下着
し た ぎ

を下ろす。 

⑤ 利用者が前屈
ぜんくつ

しながら座るのを支える。 

⑥ 利用者の安定を見て、終わったら呼ぶように依頼
い ら い

して、トイレを出る。 

⑦ 利用者に呼ばれたら、トイレに戻
もど

る。 

⑧ 利用者に前屈してもらい、手袋
てぶくろ

をはめ、トイレットペーパーでお尻
しり

の清拭
せいしき

を

行う。その後、手袋を外し、捨
す

てる。温水
おんすい

洗浄器
せんじょうき

が付
つ

いている場合は、それ

で洗う（洗 浄
せんじょう

）。 

⑨ 便と尿の観察
かんさつ

をする。 

⑩ 利用者が右手で下着とズボンを上げたら、立ち上がるのを支
ささ

える。 

⑪ 利用者の下着とズボンを 整
ととの

える。 

⑫ 利用者が車いすに移乗
いじょう

するのを支える。 

⑬ 利用者は便器洗浄レバーを押
お

す。 

⑭ 利用者がトイレを出て、洗面所で右手を洗うのを見守る。左手は介護士が洗

う。 

⑮ 利用者が次の活動場所へ移動するのに同行する。 

⑯ 使用した物品
ぶっぴん

を片づけ、排泄
せつ

表に記入
きにゅう

する。 



 以上の手順で特に注意する点は次の通りです。 

 

１）できることは利用者が自力で行うようにする。といっても、利用者が大変そ

うであれば、介護士が支援する。 

２）利用者の安全には十分気を付ける。移乗の際、利用者の体の回転を小さくす

ればするほど安全である。 

３）利用者のプライバシーを守るため、カーテンを閉めるのを忘
わす

れないようにす

る。 

 

 プライドを守るためにも、尿意や便意があり、座位
ざ い

が保持
ほ じ

できる利用者はトイ

レを使用するようにしましょう。排泄
せつ

の自立をきっかけに、利用者が前向きにな

ることが期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１）本文の手順にある以外で、利用者が自力で行えることはありませんか。 

 

 

 

 

 

 

２）手すりの位置
い ち

はどこにあればいいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

３）「車イスの位置は、健側の手で手すりにつかまりやすいところ」なのは、ど

うしてだと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

４）立ち上がる時の安全のために、気を付けることは何でしょうか。 

 

 



５）洗浄器付
せんじょうきづけ

便器
べ ん き

以外にも高機能な便器がいろいろあります。それらを調
しら

べてみ

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

６）利用者がトイレの中で排泄
せつ

している間、介護士は何をしていたらいいでしょ

うか。 

 

 

 

 

 

 

７）排泄
せつ

表には何を記入
きにゅう

すると思いますか。 

高機能な 

（こうきのう



第４セクション 介助手順 ベッド上でおむつ交換のケース 

 寝たきりで尿意・便意がない利用者さんのおむつ交換を全介助で行う場合の

手順です。 

 

① 必要な物品
ぶっぴん

を用意する。紙おむつ（テープ式
しき

）、タオル、手袋
てぶくろ

、汚物
お ぶ つ

入
い

れな

ど。 

② 利用者の居室に入る。 

③ 利用者におむつ交換することを伝え、同意を得
え

、カーテンを閉める。 

④ おむつ、清拭
せいしき

用品
ようひん

をベッドの上に置き、ベッドの高さを調整する。 

⑤ 上半身にバスタオルをかける。利用者を横向けに（側臥
そ く が

位
い

）して、防水
ぼうすい

シー

トをしく。 

⑥ 利用者を仰向
あ お む

け（仰臥
ぎょうが

位
い

）に戻
もど

し、ズボンを下ろす。 

⑦ 利用者の膝
ひざ

を立て、おむつを開
ひら

く。介護士は手袋
てぶくろ

を付ける。 

⑧ 排泄
せつ

の様子
よ う す

やお尻
しり

を観察
かんさつ

する。 

⑨ おむつを手前に引き出し、蒸
む

しタオルで陰部
い ん ぶ

を清拭
せいしき

する。 

⑩ 利用者を横向けにして、蒸しタオルでお尻を拭
ふ

く。 

⑪ おむつを引き出し、汚物
お ぶ つ

入
い

れに捨
す

て、手袋
てぶくろ

を外す。 

⑫ 新しいおむつを差し込む。 

⑬ 利用者を仰向
あ お む

けに戻
もど

し、おむつを当て、テープを留める。 

⑭ 利用者のズボンを上げる。服やシーツのしわを伸
の

ばす。 

⑮ ベッドの高さを戻し、カーテンを開ける。用品を片づける。 

⑯ 手洗いをしてから、記録
き ろ く

を付ける。 

 

以上の手順で特に注意する点は次の通りです。 

１）利用者からおむつ交換の同意を得
え

てからでなければ、作業を始めてはならな

い。 



２）おむつを開
ひら

く際は、必ず利用者に声かけをする。 

３）排便がある場合は、すぐに汚
よご

れたおむつを捨
す

てて、清拭
せいしき

用と新しいおむつを

いっしょに重ねて差し込む。 

４）陰部
い ん ぶ

を洗う際は、感染
かんせん

予防
よ ぼ う

のため、尿道口から肛門
こうもん

の方へ拭
ふ

く。次に、タオ

ルの面を変えて、中心から外側へ拭いていく。 

５）新しいおむつを当てる際は、上 端
じょうたん

を 腸
ちょう

骨部
こ つ ぶ

に当てると良い。 

６）新しいおむつのテープを留める際は、尿漏
も

れが起きないようにする。 

 

 以上はおむつを使用するしかないケースを想定
そうてい

しましたが、利用者の人格
じんかく

を

尊 重
そんちょう

するためには、おむつの使用は最後の手段と考えて排泄
せつ

介護に当たること

が重 要
じゅうよう

です。「排泄介助といえば、おむつを当てる」と考えるのは正しくあり

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１）本文に「感染
かんせん

予防
よ ぼ う

のため、尿道から肛門
こうもん

の方へ拭
ふ

く」とありますが、なぜで

しょうか。 

 

 

 

 

２）おむつのテープを止める際、尿漏
も

れを防
ふせ

ぐには、どう工夫
く ふ う

すればいいでしょ

うか。 

 

 

 

 

３）おむつの種類と用途
よ う と

を調
しら

べてみましょう。 

 

 

 

 

４）本文に「利用者の人格
じんかく

を尊 重
そんちょう

するためには、おむつの使用は最後の手段と

考えて」とありますが、それはなぜでしょうか。 

 

 

 

 

５）おむつを使用しないで、ベッド上で排泄
せつ

する方法
ほうほう

もあります。どんな方法が

あるか調
しら

べてみましょう。 

防ぐ 

（ふせ


